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我々の研究グループでは水中で高周波プラ

ズマを発生させ、水中有機物の分解を試みてい

る。7 S/m 以下の水溶液では電気伝導率の上昇

とともに分解率が改善されることが明らかと

なっている[1]。しかしながら、飽和に近い食

塩水（10000mS/m 以上）ではプラズマを安定

的に発生させることができなかった。そこで、

新たな装置を開発し、高濃度の食塩水中でもプ

ラズマを安定的に発生させることを可能とし

た。 

実験装置の概念図を図 1 に示す。上下に電極

が置かれ、その間に絶縁板が配置されている。

絶縁板としてはフッ素樹脂板が使用され、その

中央にセラミック管が取り付けられており、こ

のセラミック管内でプラズマが発生する。既に、

1000mS/m～26000mS/m の範囲でプラズマが発

生し、メチレンブルーの脱色が可能であること

は文献[2]に示されている（用いた絶縁管は内

径 1.5mm、長さ 10mm）。 

絶縁管の長さを短くし、長さを 2mm とした

結果、60mS/m 以上でのプラズマ発生が可能と

なった。更に、ＯＨ線の計測によって、プラズ

マの温度（ＯＨの回転温度）を推定し（図２）、

Ｈβ線の広がりから、電子密度を見積もった

（図３）。 
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図２ ＯＨの発光スペクトル（黒は計測結果、

青はシミュレーション（4000K）） 
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図３ Ｈβ線プロファイル（黒点は計測値、黒

線はシミュレーションカーブ（2.7×1021 m-3）、
黒線に装置の分解能（赤）をたたみ込んだものが
青線） 
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図１ 実験装置概略図 
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